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超高層鉄骨造建築物の繰返し変形による梁端部破断の検証方法 

 
 
 超高層鉄骨造建築物が長周期地震動の作用を受けて応答する場合、塑性変形の繰返し回数や梁端部の

仕様等によって、大変形時に梁端部に破断が生じる可能性がある。そのため、超高層鉄骨造建築物の耐

震安全性の検証では、大変形時には部材の累積塑性変形倍率や繰り返し回数等、塑性変形の累積を考慮

して梁端部等に破断が生じないことを確認する必要がある。 

 国土交通省建築基準整備促進事業では、鉄骨造梁部材等を対象にして部材に破断が生じるまでの限界

繰り返し回数等を明らかにするための実験を行い、図1のような梁端部の設計疲労曲線を提示している。

この設計疲労曲線を用いて（1）式で示す損傷度Dを計算することによって、梁端部の破断の有無を確

認することができる。損傷度Dは、現状の実務でも行われている地震応答解析から得られる梁端部の塑

性率( bmmax )と累積塑性変形倍率( bh )を用いて計算可能である。また、Cとβは疲労特性を表す係数で

ある。この損傷度Dが 1以上の場合には、大変形時に梁端部に破断が生じる可能性があるため、1未満

であることを確認する。 
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図 1 梁端部の破断までの繰返し回数 Nfと梁の塑性率 の関係 

 

凡例 　　　備　考
○ 工:35R
● 現:35R+耳形
● 現:35R,ｽﾗﾌﾞ付
● 現:35R,H800
● 現:実部材切出
○ 工:ﾉﾝｽｶ･CFT
● 現:ﾊﾝﾁ･CFT
〇 工:ﾉﾝｽｶﾗｯﾌﾟ
● 現:水平ﾊﾝﾁ
〇 工:ﾉﾝｽｶﾗｯﾌﾟ
▲ 現:耳形
■ 現:ｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ
■ 現:ｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ
■ 現:ｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ
■ 現:水平ﾊﾝﾁ
◇ 工:35+10R,400N
◇ 工:35+10R
◇ 工:ﾉﾝｽｶ,400N
◇ 工:ﾉﾝｽｶﾗｯﾌﾟ
◇ 工:ﾉﾝｽｶ･柱薄
◇ 工:ﾉﾝｽｶﾗｯﾌﾟ
◇ 工:35+10R
▲ 現:35+10R,385N
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C=4   （スカラップ有 設計式）

C=5   （スカラップ有 実験式）

C=5.6（スカラップ無 設計式）

C=7   （スカラップ無 実験式）

C=8   （高性能仕口 設計式）

C=10 （高性能仕口 実験式）

,  β=1/3fNC


